マルクス = エンゲルス 全集と いうと、 赤 茶色 クロ— 

ス 表紙の 書籍が、 私たちの 目にある。 この 本のた めに、 

これまでの 日本の 読者 は、 どんなに 愛情 を 経験し、 ま 

た 苦労 を なめてき ただろう。 階級の ある 社会に 生活 を 

いとなんで いる 以上、 そのな かで 働いて 生活して いる 

者で あるかぎり、 文化の 仕事 をして いようと 肉体の 労 

働に したがつ ている 人々 であろうと、 いわば 常識の 底 

岩と して、 それぞれの 理解力に したがって 生活 知識の 

うちに うけいれられて いていい はずの、 この 本の 赤 茶 

色が、 日本で は 思想犯の きせられる 煉瓦 色の 獄衣の 色 

に 通じていた。 過去 十数 年の 間、 ひどい 時期に は、 こ 



の 赤 茶色の 本 は、 たとえ 一 冊で も、 徳川 時代の 禁書の 

ように 天皇制 権力の 目から かくされた。 そして、 かく 

されれば かくされる ほど、 それ は 人々 の 生活の 奥へ も 

ぐり、 現実に よって その 理論の 真実 をた しかめられつ 

つ 思想の 底に しみい つて 生きつ づけ、 こんにち ョ— 

口 ツバと アジアに はばひろく 流れる 人民 民主主義への 

源泉と な つ た。 

マルクス = エンゲルス 全集に ついては、 またもう 一 

面の 苦労が あった。 それ は、 翻訳の 文章が むずかしい 

ことで ある。 ドイツ語の よめる 人 はいつ も ドイツ語の 

原文 はよ くわ かると 云って いた。 これまでの 改造 社 版 



がで きた 頃の 日本の 解放 運動の なかで、 一 つの 癖の よ 

うに 使われた ぎくしゃくした 明晰 を 欠いた 文章が ひつ 

かかりと なって、 たださえ むずかしい 部分が、 まるで 

むずかしかった。 ほんと に 頭が 痛くな つた。 マルクス 

= エンゲルスの 論理的な 文章と 日本語の 構成 的 集約的 

でない 言 語の 性格との 間から、 がたがたした ところが 

できて いたのだろう。 

こんど 新しく マルクス =レ —二 ン 主義 研究所から 

も つ とも 信頼で きる 人々 の 手で マルクス = ェ ンゲ ルス 

選集が 出版され る こと を 私 は ひじょうに たのしみに 思 

い、 よろこばしく 思う。 こういう 本 は、 学問 上の 一定 



の むずかしさ はさけ がたいに しろ、 こんなに 急速に 発 

展 する 人類の 生きて いる 古典と して、 だれに でも、 そ 

の 人の 必要と 理解力に 応じて 役に立 てられて ゆく もの 

でなくて はならない。 マルクス = エンゲルス 全集と い 

うと、 その 書籍 を 飾って おく こと も その 一部分 を よん 

だとい うこと も 一 つの こけおどしであった 時代 はとう 

にす ぎ 去つ ている。 

私 は 「資本論」 をよ みとおす こと はでき なかった け 

れ ども、 他の 部分で は、 作家と して、 女と して、 多く 

のこと を 学ぶ ことができた。 文学が、 これからます ま 

す 人民の 歴史 を 語る ものに なろうと している とき、 文 



学者 は 既成の 「文学」 の 枠内で、 新ら しい 骨格 を 養う 

こと は、 ほとんど 絶対に 不可能で ある。 文章の 上から 

だけい つても 社会科学の 用語が、 小説の なかの 生きた 

言葉に なりつつ ある。 生活の 現実と 実感が そこまで ひ 

ろが つて 来て いる。 

新版の マルクス = エンゲルス 選集 は、 現代 作家の だ 

れ だれのと ころに 置かれる ようにな るだろう か。 マル 

クス = エンゲルス 全集、 レ— ニン 全集、 スタ— リンの 

論文 集と 三つ を 眺め わたす と、 その 文体にまで も 人民 

解放の 歴史の 足 どり、 社会主義の 実現と 発展の あゆみ 

がて らし 出されて いる。 この こと は 私たち を 感動 させ 
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